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小笠原村の花・木・鳥・魚 
花  ムニンヒメツバキ    木  タコノキ 
鳥  ハハジマメグロ      魚  アオムロ 

ﾀﾞﾑ 貯水率

7/26現在 

父島 

96.6/100 

母島  

84.4/100 

6月気象状況（父島）

最高気温   32.9℃ 

最低気温   22.7℃ 

平均気温   27.0℃ 

平均湿度   82％ 

月降水量   98.5mm

住民基本台帳登録者数（７/１） 

            2,369人 

             父島      母島   

   人口     1,919人   450人 

  世帯数    1,046     241 

短期滞在者        6人      19人 

ＮＯ．４８７ 

平成16年(2004) 

８/１(日) 

小笠原 ―OGASAWARA－ 

村村民民だだよよりり

 第６期扇浦宅地分譲のお知らせ   
 
第６期扇浦宅地分譲を次のとおり実施します。 
なお、詳細については、分譲要綱に記載していますので、分譲を申し込む場合は、必ず分譲要綱をご覧ください。 
分譲要綱は、財政課用地係および母島支所庶務係で配布します。 
 
【分譲地概要】 
 《所在地》小笠原村父島字扇浦 
 《地 目》宅地 
 《分譲区画数および一区画面積》２３区画  ２８０．３５ ㎡ ～ ６５３．１４ ㎡ 
【応募資格】 
  分譲を申し込むには、次のすべての条件を満たしていることが必要です。 
① 自ら居住するための住宅を必要としている方 
② 申込期間の初日現在で、村に住民登録または外国人登録をし、かつ現に 
居住している２０歳以上の方 
③ 契約締結の日から５年以内に自ら居住するための住宅を建設できる方 
④ 所定の日までに譲渡代金の全額を支払うことができる方 
⑤ 村の集落地内に自ら居住することのできる土地を所有していない方 
⑥ 村の集落地内に自ら居住する住宅を所有していない方 
⑦ 村に対する債務を完納している方 
【優先順位】 
《第１優先順位》 
  申込期間の初日現在で、村に引き続き３年以上住民登録をし、かつ現に居住している方 
《第２優先順位》 
  第１優先順位に該当しない方 
【分譲の方法】 
  申し込みを受け付け、１区画に複数の申し込みがあった場合は、裏面の「抽選方法について」に従って抽選を行い、 
購入者を決定します。 
【譲渡代金の支払い】 
  分譲地の譲渡代金は、譲渡契約締結の際（当選決定から３０日以内）に手付金として１０万円、残りの金額を平成

１７年４月２９日までに支払っていただきます。 
【申込期間】９月６日（月）～９月２４日（金） 
【申 込 先】財政課用地係および母島支所庶務係 

 
 扇浦宅地分譲説明会   

 
扇浦宅地分譲についての説明会を開催します。分譲の申し込みを希望する方は、ぜひご参加ください。 
 
【日時】８月２７日（金） 第１回：午後４時～６時  第２回：午後７時～９時 
【場所】扇浦交流センター 
 
●問合せ先 財政課用地係 ２－３１１２ 
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第６期扇浦分譲地 区画図および価格表   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

区  画 面 積 （㎡） 販 売 価 格 （円） 区  画 面 積 （㎡） 販 売 価 格 （円） 

店 舗 １ ３００．３３ ９，３４７，０００  民 宿 １４ ３９９．３０  １１，５４２，０００  

店 舗 ２ ３８３．２７ ９，４１３，０００  民 宿 １５ ４０１．６７ １３，１５３，０００  

店 舗 ３ ３７６．７３ ９，１７５，０００  民 宿 １６ ３０２．２９ １０，４１７，０００  

店 舗 ４ ３８０．０９ １２，３６６，０００  民 宿 １７ ３０８．４７ ５，８６６，０００  

店 舗 ２６ ３６０．２３ １１，０６３，０００  民 宿 １８ ３９６．４４ ６，５８２，０００  

住 宅 ９ ４０６．７４ ８，５７０，０００  民 宿 １９ ３０９．７７ ９，４０４，０００  

住 宅 １０ ４３５．４１ １１，８７４，０００  民 宿 ２０ ２８０．３５ ８，９５８，０００  

住 宅 １１ ３２８．４９ ７，３９８，０００  民 宿 ２１ ３５６．２７ ９，８６０，０００  

住 宅 １２ ４０６．９７ ７，００５，０００  民 宿 ２２ ３４９．７４ １０，６１８，０００  

住 宅 １３ ４２７．５１ ７，１５９，０００  民 宿 ２３ ３７４．７０ ７，７０２，０００  

飲 食 ２７ ６５３．１４ ２３，２７９，０００  民 宿 ２４ ３３２．０５ １１，０８７，０００  

― ― ― 民 宿 ２５ ３３２．０４ ８，４１５，０００  

 
【抽選方法について】 
 

各分譲区画において、１区画に複数の申し込みがあった場合は、以下のとおり抽選を行ないます。 
（１）第１回抽選 
民宿型ゲストルーム付住宅区画･店舗併用住宅区画･レストラン併用住宅区画を希望する方で、第１優先順

位に  ある方を対象として、抽選を行ないます。 
（２）第２回抽選 
 第１回抽選の結果、空き区画がある場合、民宿型ゲストルーム付住宅区画･店舗併用住宅区画･レストラン

併用住宅区画を希望する方で、第２優先順位にある方を対象として、抽選を行ないます。 
（３）第３回抽選 
 専用住宅区画を希望する方で、第１優先順位にある方を対象として、抽選を行ないます。 
（４）第４回抽選 
 第３回抽選の結果、空き区画がある場合、専用住宅区画を希望する方で、第２優先順位にある方を対象  
として、抽選を行ないます。 

 
※ 各抽選で落選した方のうち、空き区画の購入を希望する方がいた場合、その場で再抽選を行ないます。 
※ それぞれの抽選会の開催日時については、各抽選会対象者に直接通知します。 
 
●問合せ先 財政課用地係 ２－３１１２ 

 

専用住宅区画 

（住宅 ９～１３） 
  
 

民宿型ゲストルーム付 

住宅区画 

（民宿 １４～２５） 
 

  

レストラン併用住宅区画

（飲食 ２７） 
 

  

店舗併用住宅区画 

（店舗 １～４，２６） 

住宅

民宿

飲食

店舗
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硫
黄
島
訪
島
事
業
の
参
加
者
募
集 

 
台
風
の
影
響
に
よ
り
中
止
と
な
り
ま
し
た
硫
黄

島
訪
島
事
業
を
、
再
度
９
月
に
実
施
す
る
た
め
、
一

般
住
民
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。 

 

募
集
人
員
が
限
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
平
成
11
年

度
以
降
に
村
主
催
の
硫
黄
島
訪
島
事
業
に
参
加
さ
れ

た
方
は
、応
募
で
き
ま
せ
ん
。応
募
多
数
の
場
合
は
、

村
で
の
在
住
年
数
の
長
い
方
を
優
先
し
、
そ
の
後
、

年
齢
順
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

な
お
、
６
月
に
参
加
が
決
定
し
て
い
た
方
は
、
最

優
先
と
し
ま
す
（
再
度
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
）。 

【
日
程
】 

 

９
月
23
日
（木
）
午
後
９
時 

父
島
発 

 
 
 

24
日
（金
）
早
朝 

硫
黄
島
着 

 
 
 
 
 
 
 
 

上
陸
後 

慰
霊
祭 

 
 
 
 
 
 
 
 

午
後
１
時 

島
内
視
察 

25
日
（土
）
午
前
８
時 

島
内
視
察 

 
 
 
 

    

午
後
５
時 

硫
黄
島
発 

26
日
（日
）
早
朝 

父
島
着 

【
移
動
】
お
が
さ
わ
ら
丸
（
父
島
～
硫
黄
島
） 

※
母
島
か
ら
参
加
の
方
は
、
22
日
午
後
発
の
は

は
じ
ま
丸
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。
26
日
の

帰
り
の
便
は
、
各
自
の
負
担
と
な
り
ま
す
。 

【
応
募
資
格
】 

小
笠
原
村
に
住
所
を
有
す
る
高
校
生
以
上
の

方
で
、
介
添
人
を
必
要
と
し
な
い
で
自
ら
の
健
康

管
理
の
で
き
る
方 

【
募
集
人
員
】
20
名
程
度 

【
費
用
】
３
万
円
（食
事
代
６
食
分
含
む
） 

※
参
加
決
定
後
に
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。 

【
申
込
期
間
】
８
月
９
日(

月)

～
13
日(

金) 

【
申
込
窓
口
】
企
画
課
お
よ
び
母
島
支
所 

 ●
問
合
わ
せ
先 

企
画
課
企
画
係 

２
―
３
１
２
０ 

    

高
齢
者
住
宅
（シ
ル
バ
ー
ピ
ア
） 

入
居
者
募
集 

 

【
応
募
資
格
】
①
～
⑤
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方 

 

① 

65
歳
以
上
の
単
身
者
で
あ
る
こ
と 

 

② 

申
込
日
現
在
、小
笠
原
村
に
住
民
登
録
を
３
年

以
上
し
て
い
る
こ
と 

 

③ 

自
立
し
て
日
常
生
活
が
営
め
る
こ
と 

 

④ 

住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と 

 

⑤ 

現
在
居
住
し
て
い
る
住
宅
で
は
日
常
生
活
に

支
障
が
あ
る
こ
と 

【
住 

宅 

名
】 

東
京
都
小
笠
原
二
見
台
ア
パ
ー
ト
３
号
棟 

【
所 

在 

地
】
父
島
字
清
瀬 
【
募
集
戸
数
】
単
身
用
住
宅
（１
Ｄ
Ｋ
） 

１
戸 
※
入
居
希
望
者
が
募
集
戸
数
を
上
回
る
場
合
は
、

抽
選
に
よ
り
入
居
者
を
決
定
し
ま
す
。 

【
入
居
予
定
日
】
平
成
16
年
10
月
１
日
（金
） 

【
使 

用 
料
】
３
万
３
１
０
０
円 

【
申
込
方
法
】 

 
 

申
込
書
、
住
民
票
お
よ
び
住
宅
状
況
申
告
書
を 

 

ご
持
参
く
だ
さ
い
。 

【
申
込
書
配
布
場
所
】 

 
 

健
康
福
祉
課
健
康
福
祉
係
、
村
民
課
住
民
係
お

よ
び
母
島
支
所
庶
務
係 

【
申
込
期
間
】
８
月
２
日
（月
）～
31
日
（火
） 

※
郵
送
で
の
申
し
込
み
は
８
月
30
日
（月
）必
着

と
し
ま
す
。 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

健
康
福
祉
課 

 
 
 
 
 
 

２
―
３
９
３
９ 

 

納
期
の
お
知
ら
せ 

 

今
月
の
納
期
は
次
の
と
お
り
で
す
。
お
忘
れ
の
な

い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

自
動
引
き
落
と
し
に
よ
る
納
付
を
申
し
込
ま
れ

た
方
は
、
口
座
の
残
高
不
足
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

 

【
８
月
２
日
】 

 
 

平
成
16
年
度 

固
定
資
産
税
第
２
期 

【
８
月
31
日
】 

 

平
成
16
年
度 

村
・
都
民
税
第
２
期 

平
成
16
年
度 

国
民
健
康
保
険
税
第
２
期 

平
成
16
年
度 

介
護
保
険
料
第
２
期 

 

●
問
合
せ
先 

財
政
課
税
務
係 

 

２
―
３
１
１
１ 

 
 
 
 
 
 

村
民
課
住
民
係 

 

２
―
３
１
１
３ 

 

村
民
意
見
・
提
案
・
相
談
受
付
窓
口 

 

今
月
の
村
民
意
見
・
提
案
・
相
談
受
付
窓
口
は
、

８
月
25
日
（水
）に
開
設
し
ま
す
。 

 

相
談
日
以
外
で
も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。 

【
時
間
】
午
前
８
時
～
午
後
５
時
30
分 

【
場
所
】
父
島 

村
民
課
住
民
係 

母
島 

母
島
支
所
庶
務
係 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 

 

２
―
３
１
１
３ 

 
 
 
 
 
 

母
島
支
所
庶
務
係 

３
―
２
１
１
１ 

 

父
島
動
物
巡
回
診
療 

 

ペ
ッ
ト
の
健
康
を
維
持
す
る
こ
と
、
む
や
み
な
繁

殖
を
抑
制
し
周
囲
に
迷
惑
を
か
け
な
い
こ
と
は
、
飼

い
主
の
責
任
で
す
。
こ
の
機
会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

【
日
程
】
９
月
４
日
（土
）
、
５
日
（日
） 

【
場
所
】
島
し
ょ
保
健
所
小
笠
原
出
張
所 
【
申
込
期
間
】
８
月
２
日
（月
）～
27
日
（金
） 
【
注
意
事
項
】 

○
診
療
は
有
料
で
す
。 

○
事
前
申
込
み
が
必
要
で
す
。
先
着
順
に
受
付
け

ま
す
の
で
お
早
め
に
申
込
み
く
だ
さ
い
。 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 

 
 

村
民
課
環
境
衛
生
係 

 
 
 

２
―
３
１
１
３ 

 

新
た
に
犬
を
飼
う
方
・ 

他
地
域
か
ら
犬
を
連
れ
て
来
た
方
へ 

 

新
た
に
犬
を
飼
う
場
合
、
犬
の
登
録
が
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
他
地
域
か
ら
登
録
済
み
の

犬
を
連
れ
て
来
た
場
合
も
、
所
在
地
変
更
の
届
け
出

が
必
要
で
す
。 

登
録
に
つ
い
て
は
、
村
役
場
村
民
課
ま
た
は
母
島

支
所
で
受
付
け
て
お
り
ま
す
の
で
、
ま
ず
は
お
問
い

合
せ
く
だ
さ
い
。 

登
録
さ
れ
る
と
、
狂
犬
病
予
防
注
射
集
合
実
施
（毎

年
４
月
ご
ろ
）の
際
に
通
知
い
た
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

 
 

村
民
課
環
境
衛
生
係 

 
 
 

２
―
３
１
１
３ 

 
 

母
島
支
所
庶
務
係 

 
 
 
 

３
―
２
１
１
１ 

 

８
月
は
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
の
月 

 
 

使
用
済
み
エ
ア
コ
ン
、
テ
レ
ビ
、
冷
蔵
庫
・
冷
凍

庫
、
洗
濯
機
は
、
毎
偶
数
月
に
共
勝
丸
で
島
外
搬
出

を
行
っ
て
い
ま
す
。
日
程
は
決
ま
り
し
だ
い
村
掲
示

板
と
防
災
無
線
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

【
メ
ー
カ
ー
名
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
】 

 
 

郵
便
局
へ
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
を
振
込
む
際
、
製

造
メ
ー
カ
ー
名
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず

メ
ー
カ
ー
名
を
ご
確
認
の
上
、
振
込
み
手
続
き
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。 

記
入
方
法
な
ど
が
不
安
な
方
は
メ
ー
カ
ー
名
を

控
え
、
役
場
窓
口
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。
特
に

冷
凍
庫
は
リ
サ
イ
ク
ル
対
象
品
の
判
断
が
難
し
い

た
め
、
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

 
 ●

問
合
せ
先 

 

村
民
課
環
境
衛
生
係  

 
 

２
―
３
１
１
１ 

母
島
支
所
庶
務
係 

 
 
 

 

３
―
２
１
１
１ 
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参
議
院
議
員
選
挙
結
果 

 
７
月
11
日
に
行
な
わ
れ
た
参
議
院
議
員
選
挙
の

小
笠
原
村
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

【
有
権
者
数
】 

父
島 

１
５
６
２ 

人 

母
島 

 

３
６
３ 
人 

合
計 

１
９
２
５ 

人 

【
投
票
率
】 

父
島 

52
・
62 

％ 

母
島 

57
・
58 

％ 

合
計 

53
・
56 

％ 

【
得
票
数
】 

《
東
京
都
選
出
》 

 

中
川 

ま
さ
は
る 

 

１
８
４ 

票 

 

沢 

ゆ
う
じ 

 
 
 

１
７
８ 

票 

 
 

青
島 

幸
男 

 
 
 

１
５
７ 

票 

 
 

蓮 

舫 
 
 
 
 
 

１
４
３ 

票 

 
 

小
川 

敏
夫 

 
 
 

１
４
２ 

票 

 
 

今
村 

順
一
郎 

 
 
 
 
  

71 

票 

 
 

ま
す
も
と 

照
明 

 
 
 
 

55 

票 

 
 

上
田 

哲 
 
 
 
 
 
 
 

37 

票 

 
 

中
川 

直
人 

 
 
 
 
 
 

17 

票 

 
 

松
村 

久
義 

 
 
 
 
 
     

７ 
    

票 

 
 

マ
タ
ヨ
シ 

光
雄 

 
 
 
     

１ 
    

票 

 
 

無
効
投
票 

 
 
 
 
 
 
 

39 

票 

《
比
例
代
表
選
出
》 

 
 

自
由
民
主
党 

 
 
 

３
０
６ 

票 

 
 

民
主
党 

 
 
 
 
 

２
７
９ 

票 

 
 

公
明
党 

 
 
 
 
 

１
６
７ 

票 

 
 

み
ど
り
の
会
議 

 
 
 
 
 

96 

票 

 
 

日
本
共
産
党 

 
 
 
 
 
 

80 

票 

 
 

女
性
党 

 
 
 
 
 
 
 
 

29 

票 

 
 

社
会
民
主
党 
 
 
 
 
 
 

26 

票 

 
 

維
新
政
党
・
新
風 
 
 
 
      

９ 
   

票 

 
 

無
効
投
票 
 
 
 
 
 
 
 

39 

票 

 

●
問
合
せ
先 
 

小
笠
原
村
選
挙
管
理
委
員
会 

２
―
３
１
１
１ 

不
動
産
登
記
に
関
す
る
行
政
相
談 

 

村
内
の
不
動
産
に
関
す
る
登
記
を
所
轄
す
る
、
東

京
法
務
局
の
不
動
産
登
記
官
に
よ
る
行
政
相
談
会
を

開
催
し
ま
す
。こ
の
機
会
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

 

【
日
時
】
８
月
25
日
（水
）
午
前
９
時
～
正
午 

【
場
所
】
村
役
場
２
階
会
議
室 

 

●
問
合
せ
先 

財
政
課
用
地
係 

 

２
―
３
１
１
２ 

       
小
笠
原
諸
島
戦
没
者
追
悼
式
典 

 
 

平
成
16
年
度
小
笠
原
諸
島
戦
没
者
追
悼
式
典
を

次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。 

【
父
島
】 

 

《
日
時
》
８
月
15
日
（日
）
午
後
５
時
～ 

 

《
場
所
》
奥
村
運
動
場 
鎮
魂
の
碑
前 

【
母
島
】 
 

《
日
時
》
８
月
15
日
（日
）
午
前
11
時
45
分
～ 
 

《
場
所
》
母
島
村
民
会
館 

 

●
問
合
せ
先 
 
 

小
笠
原
村
社
会
福
祉
協
議
会 

２
―
２
４
８
６ 

 
 

母
島
事
務
局 

 
 
 
 
 
 

３
―
２
１
８
８ 

 

母
島
巡
回
労
働
相
談 

  

小
笠
原
総
合
事
務
所
が
実
施
す
る
、
８
月
の
「
母

島
巡
回
労
働
相
談
」の
日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

当
日
、
都
合
が
悪
く
来
館
で
き
な
い
方
は
、
電
話

に
よ
る
相
談
も
可
能
で
す
。 

【
日
時
】
８
月
９
日
（月
）
午
後
５
時
～
６
時 

【
場
所
】
母
島
村
民
会
館
２
階
会
議
室 

【
相
談
内
容
】 

○
労
働
条
件
（
労
働
時
間
、
賃
金
、
解
雇
等
） 

○
求
人
求
職
（
求
人
・
求
職
申
込
等
） 

○
労
災
保
険
（
加
入
、
労
災
給
付
等
） 

○
雇
用
保
険
（
加
入
、
失
業
給
付
等
） 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
総
合
事
務
所
２
―
２
１
０
２ 

 

小
笠
原
諸
島
の
公
共
事
業
に 

お
け
る
環
境
配
慮
指
針
の
適
用 
 
 

東
京
都
で
は
、
小
笠
原
諸
島
に
お
け
る
都
発
注
の

公
共
事
業
に
つ
い
て
、
自
然
環
境
や
景
観
な
ど
に
配

慮
す
る
指
針
を
定
め
、
８
月
１
日
以
降
に
発
注
す
る

事
業
に
適
用
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。 

本
指
針
の
適
用
に
伴
い
、
村
民
の
皆
様
に
対
し
て

説
明
会
を
行
い
ま
す
。 

【
母
島
】 

《
日
時
》
８
月
３
日
（火
）
午
後
７
時
～
８
時 

《
場
所
》
母
島
村
民
会
館
２
階
会
議
室 

【
父
島
】 

《
日
時
》
８
月
10
日
（火
）
午
後
７
時
～
８
時 

《
場
所
》
小
笠
原
支
庁
大
会
議
室 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
支
庁
土
木
課
工
務
係 

２
―
２
１
２
３ 

 

高
圧
ガ
ス
・
液
化
石
油
ガ
ス
国
家
試
験 

 

【
試
験
日
】
11
月
14
日
（日
）
午
前
９
時
30
分
～ 

【
場
所
】
小
笠
原
支
庁
大
会
議
室 
【
願
書
配
布
場
所
】
小
笠
原
支
庁
産
業
課
商
工
係 
【
申
込
方
法
】 

 
 

８
月
30
日
（月
）か
ら
９
月
10
日
（金
）ま
で
に
、

受
験
案
内
に
記
載
の
担
当
事
務
所
あ
て
に
郵
送

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
（消
印
有
効
）。 

 

※
小
笠
原
支
庁
で
は
、
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
支
庁
産
業
課
商
工
係 
２
―
２
１
２
２ 

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ 

 

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
で
は
次
の
と
お
り
講
演
会

を
開
催
い
た
し
ま
す
。
皆
様
の
お
越
し
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。 

【
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
に
つ
い
て
（仮
称
）】 

《
日
時
》
８
月
３
日
（火
）
午
後
７
時
～
９
時 

【
南
島
の
オ
ナ
ガ
ミ
ズ
ナ
ギ
ド
リ
】 

《
日
時
》
８
月
11
日
（水
）
午
後
７
時
～
９
時 

【
小
笠
原
の
地
名 

そ
の
２
】 

《
日
時
》
８
月
16
日
（月
）
午
後
７
時
～
９
時 

 

※
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
の
増
築
に
つ
い
て 

 

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
増
築
の
基
本
プ
ラ
ン
が
ま

と
ま
り
ま
し
た
。
計
画
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
今
月

末
ま
で
、ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
に
掲
示
し
て
い
ま
す
。 

ご
関
心
の
あ
る
方
は
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
支
庁
土
木
課
自
然
公
園
係 

２
―
２
１
２
３ 

 

夏
の
地
域
安
全
運
動 

  

８
月
10
日
（火
）か
ら
15
日
（日
）ま
で
の
６
日
間
、 

夏
の
地
域
安
全
運
動
を
実
施
し
ま
す
。 

小
笠
原
警
察
署
・
小
笠
原
防
犯
協
会
・
小
笠
原
青

少
年
育
成
協
議
会
で
は
「
守
ろ
う
よ 

私
の
好
き
な 

島
だ
か
ら
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
島
内
の
パ
ト
ロ
ー
ル

を
強
化
し
、
海
、
山
で
の
事
故
防
止
活
動
を
行
な
い

ま
す
。 

【
運
動
の
重
点
】 

○
海
、
山
に
お
け
る
各
種
事
故
防
止 

○
車
上
狙
い
、
侵
入
盗
の
防
止 

○
女
性
、
子
供
の
被
害
防
止 

 

※
車
、
オ
ー
ト
バ
イ
か
ら
離
れ
る
と
き
は
、
必
ず 

 

キ
ー
を
抜
き
、
施
錠
し
て
く
だ
さ
い
。 

※
家
を
留
守
に
す
る
と
き
は
、
必
ず
鍵
を
か
け
て

く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
警
察
署 

 

２
―
２
１
１
０ 
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経
済
講
演
会
「
経
済
と
環
境
」 

 
Ｏ
Ａ
機
器
メ
ー
カ
ー
の
営
業
マ
ン
と
し
て
活
躍

さ
れ
て
き
た
相
澤 

将
之
氏
を
講
師
に
迎
え
、講
演
会

を
開
催
し
ま
す
。 

申
し
込
み
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
直
接
会
場

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

 

【
日
時
】
８
月
25
日
（水
）
午
後
７
時
～ 

 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
商
工
会 

２
―
２
６
６
６ 

 

東
京
三
弁
護
士
会
に
よ
る
法
律
相
談 

 

東
京
三
弁
護
士
会
主
催
に
よ
る
法
律
相
談
を
開

催
し
ま
す
。
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の

機
会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。（
予
約
が
必
要
で
す
。） 

 

【
相
談
内
容
・
時
間
】 

 
 

無
料
一
般
相
談
（
１
コ
マ
40
分
以
内
） 

 

【
母
島
】 

 

《
日
時
》
８
月
23
日
（月
）
午
後
７
時
～
９
時 

 

《
場
所
》
母
島
支
所
２
階
小
会
議
室 

 

【
父
島
】 

 

《
日
時
》
８
月
24
日
（火
）
午
後
３
時
～
５
時 

 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室 

 

【
予
約
受
付
時
間
】 

 

月
～
金
曜
日 

午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時 

（
祝
日
お
よ
び
正
午
～
午
後
１
時
を
除
く
） 

 

【
主
催
】
東
京
弁
護
士
会 

 
 
 
 

第
一
東
京
弁
護
士
会 

 
 
 
 

第
二
東
京
弁
護
士
会 

 

●
問
合
せ
・
予
約
電
話
番
号 

 
 

法
律
相
談
セ
ン
タ
ー 

 

０
３
―
３
５
８
１
―
１
５
１
１ 

  

お
が
さ
わ
ら
丸
で
行
く 

硫
黄
島
３
島
ク
ル
ー
ズ 

 

来
年
か
ら
は
Ｔ
Ｓ
Ｌ
が
就
航
す
る
た
め
、
お
が
さ

わ
ら
丸
で
硫
黄
島
３
島
を
ク
ル
ー
ズ
す
る
最
後
の
チ

ャ
ン
ス
で
す
。 

原
生
自
然
環
境
保
全
地
域
の
南
硫
黄
島
を
は
じ

め
硫
黄
島
、
北
硫
黄
島
そ
し
て
母
島
の
東
側
海
域
を

航
行
し
ま
す
。 

 

【
実
施
日
】
９
月
11
日
（土
）
～
12
日
（日
） 

 

【
行
程
】 

11
日 

午
後
６
時 

二
見
港
船
客
待
合
所
集
合 

 
 

   

午
後
７
時 

父
島
発 

12
日 

午
前
６
時 

南
硫
黄
島 

午
前
９
時
30
分 

硫
黄
島 

午
後
１
時 

北
硫
黄
島 

午
後
７
時 

父
島
着 

 

【
募
集
数
】
70
名
（村
民
分
） 

 

【
参
加
費
】
大
人
１
万
６
千
円 

学
生
１
万
４
千
円 

 

子
供
８
千
円 

 

【
申
込
期
限
】
９
月
６
日
（月
） 

 

【
注
意
事
項
】 

○
参
加
費
に
は
行
程
中
の
食
事
代
は
含
ま
れ
て

い
ま
せ
ん
。 

○
２
等
船
室
利
用
と
な
り
ま
す
。
上
級
席
希
望
の

場
合
は
父
島
営
業
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。 

○
各
島
に
は
上
陸
で
き
ま
せ
ん
。 

○
海
況
に
よ
り
行
程
を
変
更
ま
た
は
中
止
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
海
運
㈱
父
島
営
業
所 

２
―
２
１
１
１ 

    

テ
レ
ビ
視
聴
管
理
組
合
職
員
募
集 

 

【
応
募
資
格
】 

 

次
の
①
～
⑤
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
方 

①
昭
和
49
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方 

②
高
校
卒
業
以
上 

③
事
務
経
験
が
あ
る
こ
と 

④
マ
ニ
ュ
ア
ル
車
の
運
転
が
で
き
る
こ
と 

⑤
10
月
１
日
か
ら
勤
務
可
能
で
あ
る
こ
と 

【
勤
務
内
容
】 

電
話
・窓
口
対
応
、
料
金
徴
収
、
一
般
事
務
（パ 

ソ
コ
ン
操
作
含
む
）
お
よ
び
放
送
設
備
の
管
理 

【
勤
務
日
お
よ
び
時
間
】 

月
～
金
曜
日 

午
前
８
時
～
５
時
30
分 

（
祝
日
お
よ
び
正
午
～
午
後
１
時
30
分
を
除
く
） 

【
応
募
方
法
】
履
歴
書
を
管
理
組
合
事
務
所
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。 

【
応
募
期
間
】
８
月
２
日
（月
）～
31
日
（火
） 

【
面
接
日
】
９
月
上
旬 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
村
テ
レ
ビ
視
聴
管
理
組
合 ２
―
３
５
１
０ 

 

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

実
行
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ 

 

◎
夜
店
出
店
者
の
募
集 

 

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
０
４
の
各
イ
ベ

ン
ト
に
夜
店
を
出
店
す
る
方
を
募
集
し
ま
す
。 
対
象
と
な
る
イ
ベ
ン
ト
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

【
対
象
イ
ベ
ン
ト
（会
場 

お
祭
り
広
場
）】 

 

《
盆
踊
り
大
会
》 

８
月
12
日
（木
）、
13
日
（金
）、
14
日
（土
） 

 
 
 
 

午
後
６
時
30
分
～ 

《
フ
ラ
・
オ
ハ
ナ
》 

 
 

８
月
21
日
（土
）
午
後
５
時
30
分
～ 

 

《
小
笠
原
Ｊ
Ａ
Ｍ
Ｍ
Ｉ
Ｎ
》 

 
 
 

８
月
29
日
（日
）
午
後
６
時
30
分
～ 

【
申
込
先
】
福
本 

信
孝 

２
―
２
７
１
６ 

ま
た
は
２
―
３
９
５
３ 

【
申
込
期
限
】
８
月
６
日
（金
） 

【
注
意
事
項
】 

 

○
販
売
品
目
、
代
表
者
名
、
住
所
、
電
話
番
号
を

添
え
て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。
出
店
の
内
容
に

よ
り
、
品
目
お
よ
び
出
店
場
所
を
調
整
さ
せ
て

い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

 

○
盆
踊
り
へ
の
出
店
を
申
し
込
ま
れ
た
方
に
は
、

後
日
説
明
会
を
行
な
い
ま
す
。
説
明
会
の
日
時

に
つ
い
て
は
追
っ
て
連
絡
し
ま
す
。 

 

◎
盆
踊
り
練
習
会 

 
 

今
年
も
恒
例
の
盆
踊
り
練
習
会
を
開
催
し
ま
す
。 

踊
り
の
輪
の
中
に
入
っ
て
踊
り
た
い
け
れ
ど
、
振

り
付
け
が
良
く
分
か
ら
な
い
と
い
う
方
か
ら
、
本
番

前
の
肩
慣
ら
し
と
い
う
方
ま
で
、
皆
さ
ん
お
誘
い
合

わ
せ
の
上
、
起
こ
し
く
だ
さ
い
。 

【
日
時
】
８
月
10
日
（火
）、
11
日
（水
） 

午
後
７
時
～
９
時 

【
場
所
】
お
祭
り
広
場 

 

◎
盆
踊
り 

唄
い
手
募
集 

 

盆
踊
り
当
日
、
や
ぐ
ら
の
上
で
盆
踊
り
曲
を
唄
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。
対
象
と
な
る
曲
目
と
申
込
方
法
は

次
の
と
お
り
で
す
。 

【
曲
目
】
マ
ッ
コ
ウ
音
頭
、
東
京
音
頭 

【
申
込
先
】 

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会
事
務
局 

【
申
込
期
限
】
８
月
９
日
（月
） 

【
審
査
会
】
８
月
10
日
（火
）ま
た
は
11
日
（水
）の

午
後
７
時
よ
り
、
お
祭
り
広
場
に
お
い
て
審
査

会
を
行
な
い
ま
す
。
唄
い
手
は
審
査
の
結
果
、

決
定
し
ま
す
。
「我
こ
そ
は
！
」
と
い
う
の
ど
自

慢
は
振
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会
事
務
局 

 
 

（
小
笠
原
村
観
光
協
会
内
）
２
―
２
１
８
７ 
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花
火
大
会
開
催
に
伴
う
「
車
両
通
行
止
」 

「立
入
禁
止
区
域
」「船
舶
侵
入
禁
止
区
域
」 

「着
岸
禁
止
区
域
」
の
設
定 

 

小
笠
原
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会
で 

は
、
８
月
13
日
（金
）に
二
見
港
第
一
物
揚
場
で
花
火

の
打
ち
上
げ
を
行
な
い
ま
す
。 

打
ち
上
げ
時
間
は
、
午
後
８
時
30
分
か
ら
９
時
ま

で
の
30
分
で
す
が
、
こ
の
間
、
危
険
防
止
を
図
る
た

め
、
右
図
の
よ
う
に
「車
両
通
行
止
」「立
入
禁
止
区

域
」
「船
舶
侵
入
禁
止
区
域
」「着
岸
禁
止
区
域
」を
設

定
し
ま
す
。 

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
警
察
署 

 
 
 
 
 

２
―
２
１
１
０ 

 
 

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会
事
務
局 

 
 

（
小
笠
原
村
観
光
協
会
内
）
２
―
２
１
８
７ 

                           

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ 

 
 
 
 

協
会(

Ｏ
Ｗ
Ａ)

の
コ
ー
ナ
ー 

 

小
笠
原
で
暮
ら
す
イ
ル
カ
た
ち 

パ
ー
ト
１ 

「
フ
ォ
ー
ス
タ
ー
」 

 

小
笠
原
で
は
、
よ
く
見
か
け
、
親
し
み
、
一
緒
に

遊
ん
で
き
た
イ
ル
カ
に
は
、
い
つ
の
間
に
か
様
々
な

な
愛
称
が
付
け
ら
れ
て
き
ま
し
た
。 

Ｏ
Ｗ
Ａ
で
は
「
小
笠
原
で
暮
ら
す
イ
ル
カ
を
も
っ

と
知
り
た
い
！
知
ら
せ
た
い
！
」
と
考
え
昨
年
の
６

月
に
「
イ
ル
カ
調
査
隊
」
を
結
成
、
イ
ル
カ
の
調
査

に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。 

７
月
現
在
で
83
頭
の
イ
ル
カ
た
ち
を
個
体
識
別

し
ま
し
た
。
今
号
か
ら
は
毎
号
１
頭
ず
つ
、
小
笠
原

で
暮
ら
す
イ
ル
カ
た
ち
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                     

ま
ず
最
初
に
紹
介
す
る
の
は
フ
ォ
ー
ス
タ
ー
で
す
。 

絵
を
見
て
も
ら
う
と
４
つ
の
大
き
な
傷
が
あ
る
こ
と 

が
わ
か
り
ま
す
。
こ
の
４
つ
の
傷
が
、
遠
く
か
ら
見 

る
と
星
の
よ
う
に
見
え
る
こ
と
か
ら
フ
ォ
ー
ス
タ
ー 

（Four Star

）
と
名
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。 

メ
ス
の
イ
ル
カ
で
、
10
年
前
に
発
行
さ
れ
た
「
小

笠
原
・
イ
ル
カ
に
逢
え
る
海
（
学
習
研
究
社
）」
に
も

大
人
の
イ
ル
カ
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
で
、
少

な
く
と
も
10
数
年
の
年
齢
を
重
ね
て
い
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。 

 
 

最
近
の
調
査
で
は
今
年
の
５
月
20
日
に
父
島
周

辺
で
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
傷
が
目
立
つ
た
め
な
の

か
頻
繁
に
見
つ
か
っ
て
い
て
、
昨
年
の
６
月
か
ら
５

回
も
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

◎
Ｏ
Ｗ
Ａ
・
ナ
イ
ト
レ
ク
チ
ャ
ー 

「
イ
ル
カ
の
１
日
、
ク
ジ
ラ
の
１
日
」 

― 

ク
ジ
ラ
と
イ
ル
カ
の
暮
ら
し 

― 
 

【
日
程
】
８
月
１
日
、
６
日
、
９
日
、
15
日
、
18
日
、

24
日
、
30
日 

 

【
時
間
】
午
後
７
時
30
分
～
８
時
30
分 

 

【
場
所
】
小
笠
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

 

【
内
容
】
当
協
会
主
任
研
究
員
・
森
博
士
が
小
笠
原

の
ク
ジ
ラ
と
イ
ル
カ
の
暮
ら
し
を
レ
ク
チ
ャ
ー

し
ま
す
。 

 

【
費
用
】
大
人
５
０
０
円
、
小
中
学
生
２
５
０
円 

（
村
民
、
幼
児
、
当
協
会
会
員
は
無
料
） 

 

◎
第
30
回
Ｏ
Ｗ
Ａ
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
・ 

イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー
勉
強
会 

 「
ナ
イ
ト
レ
ク
チ
ャ
ー
の
裏
方
体
験
」 

Ｏ
Ｗ
Ａ
で
は
室
内
型
の
イ
ン
タ
ー
プ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
ナ
イ
ト
レ
ク
チ
ャ
ー
を
開

催
し
ま
す
。 

こ
の
ナ
イ
ト
レ
ク
チ
ャ
ー
を
オ
ン
・
ザ
・
ジ
ョ
ブ
・

ト
レ
ー
ニ
ン
グ（
Ｏ
Ｊ
Ｔ 

実
際
に
仕
事
や
作
業
を
し

な
が
ら
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
習
熟
す
る
こ
と
）
形
式

で
手
伝
う
こ
と
を
今
月
の
勉
強
会
と
し
ま
す 

お
手
伝
い
を
通
し
て
、
イ
ン
タ
ー
プ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
方
法
・
あ
り
方
を
考
え
な
が
ら

一
緒
に
ナ
イ
ト
レ
ク
チ
ャ
ー
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。 

 

【
日
程
】
ナ
イ
ト
レ
ク
チ
ャ
ー
実
施
日 

 

【
時
間
】
午
後
６
時
30
分
～
９
時
ご
ろ 

 

【
予
約
】 

な
る
べ
く
前
日
ま
で
に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
協
会 

２
―
３
２
１
５ 

 

船舶進入禁止区域 
午後８時～９時半 

立入禁止区域 午後２時～９時半 

 打ち上げ地点  

着岸禁止区域 午後７時～９時半 

着岸禁止区域 午後２時～９時半 
 第一物揚場  

立 入 禁 止 区 域

午後７時～９時半 
 船客待合所  

 青灯台  

 第二物揚場  

車両通行禁止区域 
午後８時～９時半 

車 両 通 行 止 
午後８時～９時半 

車 両 通 行 止 
午後８時～９時半 

海上保安庁警備艇 
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小
笠
原
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム 

推
進
委
員
会
の
コ
ー
ナ
ー 

 

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
す
す
め
パ
ー
ト
38 

「
離
島
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
研
究
会
報
告
書
パ
ー
ト
６ 

― 

ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
に
よ
る
効
果 

―
」 

  

今
回
は
、
国
土
交
通
省
離
島
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
研

究
会
で
提
言
さ
れ
た
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
に
よ

る
効
果
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。 

 

【
プ
ラ
ス
の
効
果
】 

① 

１
９
８
８
年
に
日
本
で
は
じ
め
て
商
業
的
な

ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
が
始
ま
り
、
観
光
客

の
増
加
を
も
た
ら
し
た
。
そ
の
経
済
効
果
は
４

億
３
６
０
０
万
円
。 

② 

通
年
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
可
能
な
場
所

と
し
て
、
国
内
は
も
と
よ
り
海
外
に
も
よ
く
知

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

③ 

ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
は
、
閑
散
期
で

あ
っ
た
２
～
４
月
の
入
り
込
み
客
数
の
増
加
に
、

マ
ッ
コ
ウ
ク
ジ
ラ
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
は
、
秋
の
観

光
客
数
の
底
上
げ
に
、
イ
ル
カ
の
ウ
ォ
ッ
チ
ン

グ
、
ス
イ
ミ
ン
グ
は
年
間
を
通
し
て
の
観
光
客

数
底
上
げ
に
貢
献
し
た
。 

④ 

自
主
ル
ー
ル
の
制
定
に
よ
っ
て
ク
ジ
ラ
の
生

態
系
に
配
慮
し
た
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
が
行
わ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。 

 

【
マ
イ
ナ
ス
の
効
果
】 

① 

ド
ル
フ
ィ
ン
ス
イ
ム
を
体
験
し
た
６
割
の
人

が
「
身
の
危
険
を
感
じ
た
こ
と
が
あ
る
」
と
回

答
し
、
９
割
が
「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
や
ル
ー
ル
が

必
要
」
と
回
答
し
て
い
る
。 

② 

ド
ル
フ
ィ
ン
ス
イ
ム
の
過
剰
エ
ン
ト
リ
ー
（
何

回
も
繰
り
返
し
て
イ
ル
カ
と
泳
ご
う
と
す
る
こ

と
、
複
数
の
船
が
１
つ
の
群
れ
を
利
用
す
る
こ

と
）
に
よ
る
イ
ル
カ
の
生
態
・
生
理
へ
の
影
響

が
危
惧
さ
れ
て
い
る
。 

●
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
委
員
会
事
務
局 

（
小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
協
会
内
） 

２
―
３
２
１
５  

海
洋
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り 

そ
の
38 

 

― 

夏
休
み
子
供
自
然
教
室 

― 
 

 

ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵
が
、
よ
う
や
く
一
段
落
し

た
こ
ろ
、
夜
の
浜
で
は
、
続
々
と
子
ガ
メ
た
ち
が
砂

か
ら
這
い
出
し
て
き
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。 

 

さ
て
、
に
ぎ
わ
っ
て
い
る
の
は
、
夏
休
み
を
迎
え

た
島
も
同
じ
こ
と
。
毎
便
続
々
と
、
観
光
客
の
皆
さ

ん
が
来
島
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
夏
休
み
、
海
洋

セ
ン
タ
ー
で
は
、
小
笠
原
に
遊
び
に
来
て
い
る
小
学

生
と
島
の
小
学
生
が
、
ふ
れ
あ
い
な
が
ら
学
ぶ
環
境

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。
テ
ー

マ
は
、
食
・
海
・
植
物
で
、
自
然
素
材
を
使
っ
て
日

常
で
役
立
つ
知
恵
を
身
に
つ
け
る
、
そ
ん
な
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
用
意
し
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
内
地
か
ら
遊
び
に
来
た
小
学
生
の
皆
さ
ん

を
対
象
と
し
た
、
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
の
観
察
会
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
体
感
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ウ
ミ
ガ
メ

へ
の
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
子
供
た
ち
が
、
自

ら
自
然
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
を
提
供
で
き
た
ら
と

考
え
て
い
ま
す
。 

 

す
べ
て
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
募
集
人
数
に
制
限
が

あ
り
ま
す
。
参
加
ご
希
望
の
場
合
は
、
お
早
め
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

 

【
日
程
】 

《
プ
ロ
グ
ラ
ム
Ａ
》
８
月
９
日
（月
） 

「
竹
パ
ン
を
焼
い
て
み
よ
う
！
コ
コ
ヤ
シ
っ
て

ど
ん
な
味
？
」 

《
プ
ロ
グ
ラ
ム
Ｂ
》
８
月
16
日
（月
） 

「
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
で
結
ん
で
み
よ
う
」 

《
プ
ロ
グ
ラ
ム
Ｃ
》
８
月
23
日
（月
） 

「
レ
イ
の
草
花
に
包
ま
れ
よ
う
」 

 

《
も
っ
と
知
り
た
い
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
》 

８
月
13
日
（金
）、
20
日
（金
）の
い
ず
れ
か 

※
内
地
の
小
学
生
対
象 

【
時
間
】
午
前
９
時
～
正
午 

【
場
所
】
海
洋
セ
ン
タ
ー 

【
定
員
】
８
名 

【
費
用
】
５
０
０
円
（
村
民
以
外
８
０
０
円
） 

【
服
装
】
動
き
や
す
く
ぬ
れ
て
も
よ
い
服
装 

【
申
込
期
限
】
各
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
３
日
前
ま
で 

 

◎
お
知
ら
せ 

午
後
８
時
か
ら
行
っ
て
い
る
ナ
イ
ト

レ
ク
チ
ャ
ー
の
８
月
の
予
定
は
次
の
と
お
り
で

す
。
ご
希
望
の
方
は
、
お
電
話
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。 

                    

●
問
合
せ
先 
小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ
ー 

（
日
本
ウ
ミ
ガ
メ
協
議
会
）
２
―
２
８
３
０ 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

http://bonin-ocean.net 

  

      

８月のナイトレクチャー実施予定 

日 月 火 水 木 金 土 

１ 

 

２ 

● 

３ 

 

４ 

● 

５ 

● 

６ 

 

７ 

● 

８ 

● 

９ 

 

１０ 

● 

１１ 

● 

１２ 

 

１３ 

● 

１４ 

● 

１５ 

 

１６ 

● 

１７ 

● 

１８ 

 

１９ 

● 

２０ 

● 

２１ 

 

２２ 

 

２３ 

● 

２４ 

 

２５ 

● 

２６ 

 

２７ 

 

２８ 

 

２９ 

● 

３０ 

 

３１ 

 
― ― ― ― 

 ● ナイトレクチャー実施日 
おがさわら丸入港中 
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―  健康福祉課  ― 

―   第 ６０ 号  ― 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎皆さんは、自分の人生設計や老後の生き方について、改めて考えたことがありますか。 
 

「将来に対する不安や心配は何か？」というアンケート調査では、夫や妻が寝たきりになった場合の扶養や介護の 

問題が心配という人が第１位で、全体の６３％を占めていたそうです。 
人生は紆余曲折、健康な時もあれば、病気がちであったり、辛いときもしかり。 
自分なりに最大限の生きがいを感じることができる有意義な人生を送りたいと思います。 

 

【幸せな人生・安定した老後に向けての心構え】 
 

《生きがいについて》 

生きがいは、決して他人から与えられるものではありません。今よりも充実した人生をつくりだすことは、その人な

りの生き方や考え方で決まります。 
 

《一病息災も健康のうち》 

たとえ、高血圧や糖尿病などの生活習慣病を患っていても、その病気と上手に付き合いながら、有意義な生活を送る

ことができます。むしろ、病気のおかげで、塩分や糖分、脂肪分などを控えた食事をしたり、適度な運動を心がけるな

ど、健康に気を使うことによって、ほかの病気を防ぐことができるというプラス思考でいきましょう。 
 

《日常生活で心がけること》 
 

１．食事について 

栄養バランスを考え、規則正しい適量な食事を取ることが大切です。特に女性では、老年期に起こる骨粗しょう症

により骨折しやすく、転倒などを機に寝たきりになりがちです。骨粗しょう症を予防するためには、カルシウム（乳

製品、魚類、大豆食品、ゴマ、小松菜など）・ビタミンＤ（きのこ類、魚類）を十分に取り、適度に体を動かすよう

心がけましょう。 
 

２．運動について 

 運動は、生理機能を高め、老化を防ぎます。それも、本格的なスポーツではなくても、歩くことやラジオ体操、階

段の昇り降りなどでも構いません。最近では、生活全体での活動量を増やすことが良いと言われています。例えば、

テレビやエアコンはリモコンを使わずに操作してみる、男性も積極的に家事に参加する、電話ですむ用事もその人の

所まで歩いて行ってみる、通勤や散歩のコースを少し変えて、遠回りして歩いてみるなどです。大切なことは、ムリ

なく、継続できる運動や活動習慣を身につけることです。 
 

３．仕事について 

  人生は会社を退職しても続くのですから、定年が終着駅という考え方ではなく、定年後のためにキャリア（資格・

技能など）を磨いておくことが大切なようです。また、学ぶことについては、具体的な成果に結びつくものが良いよ

うです。これによって学ぶ楽しさや、ときめきが自然と増し、生涯学習としても効果的になります。 
 

４．遊び・趣味について 

  自分にあったもので、ときには夫婦や友人と一緒にできるものが良いのではないでしょうか。交友関係では、地域

の人々との交流の輪を広げ、語り合い、支え合える仲間を作りましょう。 
 

 ☆まとめ 

老後に向けては、前向きな心構えと準備が大切であろうと考えます。心身の衰えを自覚し受け入れることや、日常生

活の中で身辺の自立を心がけること、人生を振り返り意味あるものと評価することなど、「長い人生を楽しむ」「人生の

幸せを見い出す」ために、今号のけんこう通信が、そんなことを考えるきっかけになれば幸いです。 

日差しの厳しい夏日が続いております。 
皆さん、いかがお過ごしでしょうか。 

 
夏休みに入り、 
ご家族や友人と過ごす機会も多くなる季節ですね。 

 

今月は、『心の健康を ～生命の質、生活の質、 
人生の質を大切に、老後をいきいきと暮らすために～』

というお話です。



ＯＷＡナイトレクチャー（6,9,15,18,24,30） ビジターセンター講演会「小笠原の地名 その2」

夏休み子供自然教室 プログラムＢ

高齢者住宅（シルバーピア）入居者募集（～31）

父島動物巡回診療申込（～27）

平成16年度 固定資産税第2期納期限 高校図書館開放（17:30～20:00）

テレビ視聴管理組合職員募集（～31）

公共事業における環境配慮指針説明会（母島）

ビジターセンター講演会「アオウミガメについて（仮称）」

高校図書館開放（17:30～20:00） 夏休み子供自然教室 「もっと知りたいアオウミガメ」

高校図書館開放（14:00～16:30）

定期予防接種（三種混合、麻疹、風疹、日本脳炎）

サマーフェスティバル夜店出店申込締切

入港日

東京三弁護士会による法律相談（母島）

高校図書館開放（14:00～16:30） 夏休み子供自然教室 プログラムＣ

東京三弁護士会による法律相談（父島）

硫黄島訪島事業参加者募集（～13） 村民意見・提案・相談受付窓口

母島巡回労働相談 不動産登記に関する行政相談（父島）

盆踊り唄い手応募締切 経済講演会「経済と環境」

夏休み子供自然教室 プログラムＡ 高校図書館開放（17:30～20:00）

公共事業における環境配慮指針説明会（父島） 出港日

夏の地域安全運動（～15）

扇浦宅地分譲説明会

ビジターセンター講演会「南島のオナガミズナギドリ」

高校図書館開放（17:30～20:00） 高校図書館開放（14:00～16:30）

入港日

夏休み子供自然教室 「もっと知りたいアオウミガメ」

高圧ガス・液化石油ガス国家試験申込（～9/10）

高校図書館開放（14:00～16:30）

平成16年度 村・都民税第2期納期限

小笠原諸島戦没者追悼式典 平成16年度 国民健康保険税第2期納期限

平成16年度 介護保険料第2期納期限15 日
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